
第28号（1） 平成19年2月1日（木）
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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成１８年１１月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・全米最優秀教師
キンバリー・オリバー先生来校

・韓国、米国の二大学と交流協定締結
大学・短大

・平成18年度文部科学省教育者表彰
・第50回 グループ研究発表

幼児教育専門学校
・ダンス部　表現力豊かに

―1年間の活動を通じて―
附属中学校・高等学校

・全国中学校高等学校ダンスコンクールで
「奨励賞」ダンス部

聖徳中学校・高等学校
・「漢検」準2級合格 附属小学校
・ミニ音楽会の誕生祝会

附属浦安幼稚園
・聖徳大学通信教育部
通信教育の大学で新しい自分、実現しませんか？

生
」
と
記
さ
れ
た
色
紙
を
記
念

に
受
け
取
ら
れ
た
先
生
は
大
変

感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
に
大
学
に
場
所
を
移
し

「
私
の
教
育

の
原
点：
幼

児
に
心
か

ら
信
頼
さ
れ
る
先
生
に
な
る
た

め
に
は
」
と
い
う
内
容
で
、
先

生
の
経
験
に
基
づ
い
た
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
者

は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
そ
の
家

庭
と
も
良
い
関
係
を
築
く
こ

と
、
子
ど
も
に
高
い
期
待
を
持

ち
、
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
る
こ
と
、
日
々
研
鑚
し

教
育
者
同
士
が
刺
激
し
あ
う
こ

と
が
、
子
ど
も
を
教
育
す
る
上

で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生

は
オ
リ
バ
ー
先
生
か
ら
、「
将

来
教
育
者
と
な
っ
た
ら
、
子
ど

も
達
と
深
い
絆
で
結
ば
れ
た

﹇
最
高
の
先
生
﹈
に
な
っ
て
欲

し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
演
を
聴
い
た
将
来
教
員
を

目
指
す
学
生
達
が
、「LO

V
E
&

PA
SSIO

N

（
愛
と
情
熱
）」
を
持

っ
て
子
ど
も
達
と
接
す
る
と
い

う
キ
ン
バ
リ
ー
先
生
の
姿
勢
に

共
感
し
、
子
ど
も
達
へ
の
指
導

に
つ
い
て
自
ら
考
え
日
々
成
長

し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

十
一
月
二
十
九
日（
水
）、
二

〇
〇
六
年
度
第
五
十
六
代
全
米

最
優
秀
教
師
に
選
ば
れ
た
、
キ

ン
バ
リ
ー
・
オ
リ
バ
ー
先
生
が

来
校
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
全
米
最
優
秀
教
師
制
度

は
全
米
州
教
育
長
協
議
会
が
主

催
し
、
教
育
の
最
前
線
で
直
接

生
徒
を
指
導
し
て
い
る
約
二
百

五
十
万
人
の
現
職
教
師
が
対
象

の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
最
も
古

く
、
権
威
の
あ
る
表
彰
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

先
生
は
、
貧
困
世
帯

が
多
く
住
む
地
域
の
現

職
の
幼
稚
園
教
諭
で
す
。

英
語
を
母
国
語
と
し
な

い
子
ど
も
の
英
語
力
向

上
の
た
め
に
、
親
と
子
、

地
域
住
民
が
参
加
す
る

様
々
な
英
語
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
、
ご
尽
力
さ
れ
た
こ

と
が
今
回
の
受
賞
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

先
生
は
、
ま
ず
本
学

附
属
幼
稚
園
、
附
属
小

学
校
を
ご
視
察
さ
れ
ま

し
た
。
附
属
幼
稚
園
で

は
園
児
達
の

合
唱
「
線
路

は
続
く
よ
ど

こ
ま
で
も
」

を
楽
し
そ
う

に
お
聞
き
に
な
っ
た
後
、
先
生

も
英
語
で
歌
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た（
詳
細
記
事
を
六
頁
に
掲

載
）。
ま
た
小
学
校
で
は
書
道

や
礼
法
の
授
業
を
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
。折
り
鶴
が
添
え
ら
れ
、

毛
筆
で
「
織
羽（
オ
リ
バ
ー
）先
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去
る
平
成
十
九
年
一
月
十
七

日（
水
）、
本
学
に
て
本
学
と
韓

国
の
建
陽
大
学
校
と
の
国
際
交

流
協
定
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

建
陽
大
学
校
は
韓
国
の
大
田

（
デ
ジ
ョ
ン
）と
論
山（
ロ
ン
サ
ン
）

に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
私
立
大
学

で
す
。
本
学
と
は
同
校
の
金

洙
総
長
が
松
戸
を
訪
れ
た
際
に

本
学
を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
昨
年
十
一
月
に
は

本
学
川
並
副
理
事
長
先
生
が
同

校
を
訪
問
す
る
な
ど
相
互
訪
問 火喜

を
行
い
、
交
流
に
向
け
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
調
印
式
に
は
、
金
総
長

先
生
、
ご
令
室
金
英
伊
先
生
、

そ
し
て
同
校
の
日
本
言
語
文

化
学
科
長
兼
国
際
教
育
部
長

の
金
英
順
先
生
の
三
名
が
出

席
さ
れ
、
本
学
川
並
弘
昭
理

事
長
・
学
長
先
生
と
金
総
長

先
生
が
国
際
交
流
協
定
書
へ

の
署
名
を
行
い
、
協
定
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
川
並
弘
昭

理
事
長
・
学
長
先
生
か
ら
「
韓

国
と
日
本
は
近
い
の
で
、
協

定
を
き
っ
か
け
に
い
ろ
い
ろ

な
形
で
相
互
理
解
を
深
め
て

い
き
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。続
い
て
、金
総
長
先
生
は
、

「
こ
の
協
定
が
両
大
学
の
さ
ら
な

る
発
展
の
土
台
と
な
り
、
両
国

の
友
好
、
国
際
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
願
う
。」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
当
面
は
建
陽
大
学
校
の

日
本
言
語
文
化
学
科
の
学
生
を

本
学
で
受
け
入
れ
る
形
で
交
流

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

大学にて講演

小学校食堂（じきどう）にて

キ
ン
バ
リ
ー
・

オ
リ
バ
ー
先
生

来
校

全
米
最
優
秀
教
師

講
演
会
開
催

平
成
十
八
年
十
一
月
三
十

日
、
本
学
は
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州

に
あ
り
ま
す
ジ
ョ
ー
ジ
フ
ォ
ッ

ク
ス
大
学
と
交
流
協
定
を
締
結

い
た
し
ま
し
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
フ
ォ
ッ
ク
ス
大
学

は
オ
レ
ゴ
ン
州
の
大
都
市
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
か
ら
車
で
約
一
時
間

の
郊
外
に
あ
る
私
立
大
学
で
、

緑
が
多
く
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
大
学
で
す
。
同
大
学
は
ア
メ

リ
カ
国
内
で
も
高
い
評
価
を
得

て
お
り
ま
す
。

ジ
ョ
ー
ジ
フ
ォ
ッ
ク
ス
大
学

は
本
学
十
二
校
目
の
海
外
協
定

校
と
な
り
、
今
後
の
活
発
な
交

流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

韓
国
、米
国
の

二
大
学
と

建
陽
大
学
校

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

幼稚園にて

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で

交
流
協
定

締
結

ジ
ョ
ー
ジ
フ
ォ
ッ
ク
ス
大
学

建陽大学校概要
・創　　立：１９９１年
・所 在 地：論山（大学キャンパス）、

ソウル（金眼科病院）、大
田（建陽大学病院）

・教育機関：中学、高校、大学、大学院
・学部構成：言語文化系列、経商系列、

サービス産業系列、師範
保育系列、公演メディア
系列、生命産業系列、医
療保健系列、保健産業系
列、芸・体能系列など

・学 生 数：７,３４１名

ジョージフォックス大学概要
・創　　立：１８９１年
・所 在 地：オレゴン州ニューバーグ
・プログラム：美術、聖書研究、生物学、

ビジネスおよび経済学、
初等教育、家庭学および
消費者科学（食物／栄養
学、服飾購買、インテリ
アデザイン）など

・学 生 数：３,１８５名（大学院等含む）
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交
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川並理事長・学長先生（左）と金総長先生（右）
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被
表
彰
者：
川
並

知
子

先
生

附
属
幼
稚
園
・
第
二
幼
稚

園
・
第
三
幼
稚
園
・
浦
安
幼
稚
園

園
長

川
並
知
子
先
生

が
、
今
年
度
の
教
育
者
表

彰
の
一
人
と
し
て
、
十
二

月
一
日（
金
）東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
文
部

科
学
大
臣
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
教
育
者
表
彰

は
我
が
国
の
学
校
教
育

の
振
興
に
顕
著
な
功
績

を
あ
げ
た
教
育
者
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。
川
並

知
子
先
生
は
長
年
に
わ

た
り
幼
児
教
育
に
尽
力

さ
れ
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

聖
和
会
は
、
昭
和
四
十
七
年

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
短
期
大
学

部
通
信
教
育
部
保
育
科
の
同
窓

会
と
し
て
発
足
し
、
現
在
二
千

五
百
二
十
六
名（
短
大
部
二
千

百
八
十
二
名
、
大
学
院
二
百
十

名
、
学
部
百
三
十
四
名
）の
会
員

が
お
り
ま
す
。
聖
和
会
の
特
徴

は
、
通
信
教
育
部
の
年
二
回
の

入
学
・
卒
業
期
の
た
め
年
二
回

会
員
が
新
た
に
加
わ
る
こ
と
で

す
。
聖
和
会
の
活
動
と
し
て
は
、

毎
年
会
報
を
発
行
し
て
お
り
、

ま
た
、
総
会
と
役
員
支
部
長
研

修
会
を
交
互
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
昨
年
は
総
会
を
松
戸
駅

前
に
平
成
十
七
年
に
完
成
し
た

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
社
会
貢
献

セ
ン
タ
ー（
十
号
館
）に
て
七
月

に
行
い
ま
し
た（
写
真
）。

今
回
は
五
十
名
の
会
員
が
集

い
、
そ
こ
に
は
大
学
院
修
了
生

も
初
め
て
参
加
し
て
、
終
始
和

や
か
に
歓
談
の
輪
が
広
が
り
親

交
を
温
め
ま
し
た
。
そ
の
他
に

聖
和
会
で
は
、
会
員
数
の
多
い

東
京
や
神
奈
川
に
お
い

て
毎
年
支
部
会
を
催
し

て
地
域
で
の
交
流
も
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
聖

和
会
員
は
在
学
生
へ
の

支
援
も
し
て
お
り
、
各
地

で
年
数
回
実
施
さ
れ
る

科
目
終
了
試
験
の
試
験

監
督
を
行
っ
た
り
、
電
話

に
よ
る
学
習
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。
本
年
は

役
員
支
部
長
研
修
会
が

予
定
さ
れ
、当
会
の
運
用
、

在
学
生
へ
の
支
援
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
行
い

更
に
活
動
を
盛
り
上
げ

て
参
り
ま
す
。

第
四
十
二
回
聖
徳
祭
に
今
年

度
も
留
学
生
が
企
画
参
加
を

し
、
第
一
日
目
の
十
一
月
十
一

日（
土
）十
三
時
か
ら
開
演
し
ま

し
た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
留
学
生
の
見
て
聞
い
て
ト
リ

ビ
ア
。
へ
ェ
〜
！
」
各
国
の
紹

介
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
、
留
学

生
た
ち
の
日
々
の
学
習
や
研
究

の
成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
衣

装
で
発
表
し
ま
し
た
。

演
目
は
四
つ
で
、
ま
ず
中
国
、

韓
国
、
台
湾
の
ト
リ
ビ
ア
を
ク

イ
ズ
形
式
で
行
い
ま
し
た
。
各

国
の
ト
リ
ビ
ア（
雑
学
）を
ど
の

よ
う
に
伝
え
れ
ば
来
場
者
に

「
へ
ェ
〜
！
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
か
、
そ
の
内
容
と
説
明
を

留
学
生
は
一
生
懸
命
に
考
え
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
各

国
の
豆
知
識
に
関
す
る
問
題
と

解
説
に
来
場
者
は
大
い
に
感
心

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

次
に
中
国
民
謡

（
歌
）や
ピ
ア
ノ
と

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

楽
器
演
奏
に
よ
る

台
湾
民
謡
を
披
露

し
、
そ
の
穏
や
か

で
美
し
い
独
特
な

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
来

場
者
は
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

漢
方
の
紹
介
で

は
用
意
し
た
実
物

を
来
場
者
に
見
て

触
れ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
そ
の
効
果

や
効
能
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

馴
染
み
は
あ
る
け

れ
ど
も
そ
の
種
類

や
効
果
な
ど
を
よ

く
知
ら
な
い
日
本

人
に
は
と
て
も
参
考
に
な
る
内

容
で
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
歌

の
発
表
で
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

が
今
年
で
生
誕
二
百
五
十
周
年

と
い
う
こ
と
で
「
き

ら
き
ら
星
」
を
選
曲

し
、
演
目
の
最
後
に

日
本
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
で
来
場
者
と
一

緒
に
合
唱
し
ま
し
た
。

来
場
者
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で

会
場
に
は
異
国
の
文

化
に
触
れ
る
国
際
交

流
の
「
和
」
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
今
回

の
聖
徳
祭
の
テ
ー
マ

〝
つ
な
げ
！
笑
顔
の

「
和
」
〞
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
、
留
学
生

に
と
っ
て
今
後
の
学

生
生
活
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

経
験
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
国
際
交
流
の
和
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
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本
学
園
よ
り
、
九
名
の
先
生

が
、
日
頃
の
教
育
・
研
究
の
成

果
を
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰

と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

被表彰者：

村田 行成 先生
（附属中高　教諭）

被表彰者：

伊藤 一郎 先生
（短大部 総合文化学科 教授）

被表彰者：

藤井 繁 先生
（学長特別補佐 大学 英米文化学科 教授）

被表彰者：

串山 隆治 先生
（附属中高　教諭）

被表彰者：

落合　進 先生
（短大部 保育科 助教授）

被表彰者：

辻　英子 先生
（大学 日本文化学科 教授）

被表彰者：

竹内　功 先生
（附属中高　教諭）

被表彰者：

掃守 純一郎 先生
（短大部 保育科 講師）

被表彰者：

山本 真理子 先生
（大学 音楽文化学科 教授）

トリビアクイズの模様

各国語での「きらきら星」

平
成
十
八
年
度
　
文
部
科
学
省

教
育
者
表
彰

平
成
十
八
年
度

第
三
十
七
回

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

第
四
十
二
回

聖
徳
祭

大
学
・
短
大

国
際
交
流
課

留
学
生
企
画
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聖
和
会
に
つ
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聖
和
会
に
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聖
和
会
に
つ
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聖
朋
会
は
昭
和
六
十
一
年
に

発
足
し
、
聖
徳
大
学
附
属
聖
徳

高
等
学
校
の
卒
業
生
、
平
成
十

八
年
三
月
卒
業
の
二
十
一
期
生

ま
で
で
七
千
五
百
三
十
六
名
の

会
員
が
い
ま
す
。

聖
朋
会
の
主
な
活
動
と
し

て
、
毎
年
母
校
の
行
事
で
あ
る

聖
徳
祭
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
聖
徳
祭
で
は
模
擬
店

を
行
い
、「
玉
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
と

「
手
作
り
菓
子
」
を
販
売
し
ま
し

た
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

「
玉
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
は
、
前
日
か

ら
食
堂
の
厨
房
を
お
借
り
し
て

大
鍋
で
煮
込
み
、
味
が
し
み
て

美
味
し
く
出
来
上
が
り
ま
し

た
。「
手
作
り
菓
子
」
は
人
間
栄

養
学
科
の
学
生
に
よ
っ
て
前
々

日
か
ら
調
理
室
で
準
備
さ
れ
、

数
種
類
の
「
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
」

や
「
き
な
粉
飴
」
が
店
頭
に
並

び
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
生
徒
や
一
般
の
お
客
様

に
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
、

大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
十
八

年
十
二
月
末
に
は
会
報

「
聖
朋
」
第
十
四
号
を
発

行
し
ま
し
た
。
毎
回
会

報
の
発
行
に
あ
わ
せ
て

総
会
を
開
催
す
る
の
で

す
が
、
今
年
度
は
平
成

十
九
年
二
月
十
日（
土
）

十
六
時
か
ら
聖
徳
大
学

生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ

ン
タ
ー（
聖
徳
大
学
十
号

館
）十
三
階
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ス
パ
ン
カ
」
に
お
い
て
、

聖
朋
会
二
十
周
年
記
念

総
会
を
開
催
し
ま
す
。
総
会
後

十
七
時
か
ら
は
懇
親
会
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
楽
し
い

会
と
な
る
よ
う
役
員
一
同
一
生

懸
命
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
後
と
も
会
員
同
士
の
交

流
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
充
実

し
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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【
島
岡
先
生
】
自
ら
外
国
人
と
接
し
て
、

英
語
で
話
せ
る
よ
う
な
学
生
を
育
て
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
自
分
の
考
え
を

言
わ
な
け
れ
ば
、
相
手
か
ら
の
反
応
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
般
的
教
養
は
も
ち

ろ
ん
、
英
語
力
の
向
上
も
重
視
し
て
、

よ
り
英
語
で
自
分
を
表
現
で
き
る
学
生

を
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
徴
的
な
授
業
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い

【
菅
先
生
】
私
は
英
語
学
概
論
の
講
義

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は

テ
キ
ス
ト
を
一
切
使
わ
ず
学
生
に
問
い

か
け
な
が
ら
授
業
を
進
め
ま
す
。
例
え

ば
、
あ
る
テ
ー
マ
を
挙
げ
て
、
そ
れ
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
学
生
に
考
え
さ
せ
学

生
を
新
し
い
「
気
付
き
」
に
導
い
て
い

く
。
こ
の
よ
う
に
、
問
題
提
起
を
し
な

が
ら
、
学
生
に
考
え
さ
せ
る
ス
タ
イ
ル

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

【
笠
原
先
生
】
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
Ⅰ
・
Ⅱ
の

授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
語
学
を
マ

ス
タ
ー
す
る
過
程
に
は
取
り
入
れ
る
、

定
着
す
る
た
め
の
活
動
、
そ
し
て
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
と
い
う
三
つ
の
サ
イ
ク
ル
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
従
来
の
英
語
教
育

は
ど
う
し
て
も
導
入
を
重
視
し
、
定
着

と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
お
ろ
そ
か
に
な
り

が
ち
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
と
に
か
く

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
と
に
か
く
そ
れ
に
つ
い
て
文

章
を
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
と
き

に
重
視
し
た
の
が
、
間
違
い
を
恐
れ
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。「
間
違
え
て
当

た
り
前
だ
」
と
い
う
意
識
を
植
付
け
、

「
正
確
性
」
よ
り
も
「
流
暢
さ
」
に
重
点

を
お
い
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

【
中
村
先
生
】
現
代
ア
メ
リ
カ
事
情
と

い
う
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
の

授
業
で
は
、
移
民
国
家
で
あ
る
こ
と
な

ど
ア
メ
リ
カ
の
大
き
な
特
徴
的
な
こ
と

英
米
文
化
学
科
の
特
色
は
？

【
島
岡
先
生
】
本
学
科
に
は
三
つ
の
特

色
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
三
年
次
の
海
外

研
修
で
は
ア
メ
リ
カ
一
流
女
子
大
の
ミ

ル
ズ
カ
レ
ッ
ジ
に
約
一
ヶ
月
ほ
ど
滞
在

し
ま
す
。
現
地
で
は
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ

ン
パ
ー
ト
ナ
ー
を
つ
け
て
、
ア
メ
リ
カ

で
の
生
活
を
体
験
し
ま
す
。
第
二
に
英

語
力
の
向
上
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
学

科
で
は
英
会
話
を
実
施
し
た
り
、
個
人

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
海

外
留
学
で
す
。
個
人
個
人
の
学
生
の
能

力
を
最
大
限
伸
ば
す
た
め
、
学
生
の
希

望
や
能
力
に
応
じ
て
本
学
の
協
定
校
に

派
遣
し
て
い
ま
す
。

【
菅
先
生
】
会
話
力
ア
ッ
プ
に
必
要
な

英
語
の
基
礎
的
な
運
用
能
力
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
も
本
学
科
の
特
徴
で

す
。
リ
ス
ニ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
授

業
を
週
に
二
回
ず
つ
行
い
ま
す
。
ま

た
、語
彙
力
の
授
業
も
行
い
ま
す
。一
、

二
年
で
基
礎
力
を
つ
け
て
、
三
、
四
年

で
海
外
研
修
な
ど
発
展
的
な
内
容
を

行
う
指
導
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

【
笠
原
先
生
】
学
生
と
教
員
の
距
離
が

近
い
こ
と
も
本
学
科
の
特
徴
で
す
。
私

の
研
究
室
に
も
教
え
子
の
学
生
が
頻
繁

に
き
て
、
授
業
の
質
問
を
し
た
り
、
同

室
の
ア
メ
リ
カ
人
教
員
と
話
を
し
た
り

な
ど
、
学
生
は
空
き
時
間
も
学
習
に
積

極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

【
中
村
先
生
】
学
科
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
も
あ
っ
て
、
本
学
科
は
卒
業

生
の
満
足
度
が
最
も
高
い
学
科
の
一

つ
で
す
。
ま
た
就
職
率
が
非
常
に
高

く
、
今
年
も
秋
の
段
階
で
は
学
内
ト
ッ

プ
の
就
職
率
。
こ
れ
は
企
業
が
評
価
す

る
学
生
が
育
っ
て
い
る
証
拠
だ
と
思

い
ま
す
。

学
科
の
目
指
す
学
生
像
は
？

【
笠
原
先
生
】
ゲ
ー
テ
の
言
葉
に
、「
外

国
語
を
学
ば
な
か
っ
た
人
間
は
自
国
の

言
語
を
本
当
に
わ
か
っ
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に
、

他
者
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
見

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
他
の
言
語
、
文

化
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
国
の
言

語
、
文
化
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
自
国
の
文
化
、
言
葉

を
大
切
に
す
る
学
生
に
育
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

【
中
村
先
生
】
ミ
ル
ズ
カ
レ
ッ
ジ
で
の

海
外
研
修
を
通
じ
て
、
学
生
は
自
分
が

「
ど
れ
ほ
ど
日
本
の
こ
と
を
知
ら
な
い

の
か
」
と
い
う
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
帰

っ
て
き
ま
す
。
外
国
の
こ
と
を
知
る
と

同
時
に
、
日
本
に
関
し
て
も
よ
く
学

び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用
す
る
「
い
い

日
本
人
」
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
菅
先
生
】
語
学
研
修
の
意
義
は
英
語

の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
外

国
の
考
え
方
を
見
て
、
そ
れ
を
自
分
の

視
点
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
外
国
に
出
て
改
め
て
日
本
を
見
直

し
、
豊
か
な
心
を
持
っ
た
人
間
に
育
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
こ
の
講
義
の
対

象
は
ミ
ル
ズ
で
の
語
学
研
修
を
経
験
し

た
四
年
生
で
す
の
で
、
単
に
教
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
と
い
う
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

よ
り
活
発
に
意
見
を
言
っ
た
り
、
人
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
力
を
養
っ

て
い
ま
す
。

【
島
岡
先
生
】
冒
頭
に
お
話
し
た
本
学

科
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
ミ
ル
ズ
カ
レ
ッ

ジ
で
の
語
学
研
修
に
つ
い
て
、
も
う
少

し
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、

出
発
前
に
は
約
半
年
間
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
し
っ
か
り
と
準
備

を
し
ま
す
。
ミ
ル
ズ
カ
レ
ッ
ジ
で
の
授

業
は
カ
レ
ッ
ジ
附
属
英
語
施
設
の
教
員

が
担
当
し
、
そ
の
中
で
は
単
に
語
学
力

の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
発
言

す
る
機
会
を
多
く
与
え
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
英
語
に
触
れ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
研
修
中
の
一
ヶ
月
は
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
す
。
約
一
ヶ
月
と

い
う
短
い
研
修
期
間
で
す
が
、
学
生
は

「
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
な
く
て
は
ダ

メ
だ
」「
日
本
で
も
っ
と
し
っ
か
り
勉

強
し
て
お
け
ば
・
・
・
」
と
大
き
な
刺
激

を
受
け
て
き
ま
す
。

知
識
や
ス
キ
ル
以
外
に
何
を
身
に

付
け
て
欲
し
い
で
す
か
？

【
島
岡
先
生
】何
で
も
い
い
の
で
ス
ポ
ー

ツ
を
や
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
苦
し
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
、

勝
利
の
喜
び
、
負
け
た
悔
し
さ
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
ま
す
。
そ
の

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通

じ
て
、
自
己
を
確
立
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
中
村
先
生
】
世
界
で
通

じ
る
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
日
本
で
は
許
さ
れ

て
い
る
の
に
海
外
で
は

許
さ
れ
な
い
こ
と
は
い

ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
。

入
学
当
時
マ
ナ
ー
が
や

や
欠
如
し
て
い
る
面
が

見
ら
れ
た
学
生
も
、
こ

の
学
科
で
語
学
は
も
と
よ
り
他
国
の
文

化
の
学
び
を
通
じ
て
き
ち
ん
と
し
た
マ

ナ
ー
を
身
に
付
け
て
卒
業
し
て
い
ま
す
。

【
笠
原
先
生
】
何
か
一
つ
熱
中
し
て
や
り

き
っ
て
欲
し
い
。
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
こ
と
は
語
学
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ

と
に
す
ご
く
似
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
ス
キ
ル
の
修
得
に
は
地
道

な
反
復
練
習
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

反
復
練
習
を
し
た
か
ら
、
何
か
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
喜
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
喜

び
を
感
じ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
き
っ
と

語
学
も
マ
ス
タ
ー
で
き
る
は
ず
で
す
。

こ
れ
か
ら
英
米
文
化
学
科
を
目
指

す
学
生
、
在
学
生
に
一
言

【
笠
原
先
生
】
せ
っ
か
く
外
国
語
に
興

味
を
持
っ
て
勉
強
す
る
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
視
点
を
取
り
入
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

人
の
痛
み
が
わ
か
る
人
に
な
っ
て
欲
し

い
。
自
分
の
中
に
多
角
的
な
視
点
を
持

つ
、
自
分
の
中
に
他
人
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
そ
う
い
う
人
間
に
な
れ
る
と

思
い
ま
す
。

【
菅
先
生
】
英
米
文
化
学
科
の
モ
ッ
ト

ー
はSpeak

your
dream

で
す
。
夢
が

あ
っ
て
初
め
て
、
人
生
は
魅
力
的
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
夢
の
あ
る
学
生
は

w
elcom

e

で
す
。

【
島
岡
先
生
】
教
育
と
は
学
生
そ
れ
ぞ

れ
の
潜
在
性
を
引
き
出
す
こ
と
。
本
学

科
に
は
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
精
通
し
た

先
生
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
努
力
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
潜

在
性
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
十
二
月
二
日（
土
）に
聖

徳
大
学
７
号
館
会
議
室
で
第
十

回
目
の
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

発
表
者
と
そ
の
タ
イ
ト
ル
は

次
の
通
り
で
し
た
。

①
ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
『
帰
郷
』

―
罠
に
は
ま
っ
た
ユ
ー
ス
テ
イ
シ

ア（
聖
徳
大
学
非
常
勤
講
師

富

永
久
子
）
②
台
湾
の
社
会
教
育

に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
現
状

（
言
語
文
化
研
究
科
　
日
本
文
化

専
攻
博
士
後
期
二
年

張
耀
民
）

③『
将
門
記
』の
時
空
観
―「
天
・

地
・
人
」
を
め
ぐ
っ
て（
言
語
文
化

研
究
科
　
日
本
文
化
専
攻
博
士

後
期
二
年

佐
竹
省
三
）
④
仮

名
文
書
記
史
に
お
け
る
連
綿
の

一
考
察
―「
高
野
切
第
一
種
」の
実

体
と
そ
の
背
景（
青
森
山
田
高
等

学
校
通
信
制
課
程
東
京
校

森

垣
英
子
）

当
日
の
出
席
者
は
約
三
十
名

ほ
ど
で
し
た
が
、
博
士
論
文
の
ご

指
導
を
さ
れ
て
い
る

先
生
方
は
じ
め
、
熱

心
な
本
学
の
院
生
が

集
ま
り
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
会

長
の
島
岡
丘
先
生
の

冒
頭
の
挨
拶
に
あ
っ

た
「
学
問
上
の
問
題

解
決
は
引
き
延
ば
し

せ
ず
、
即
刻
取
り
組

む
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
い
う
言
葉
は

と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
、
前
会
長
の
大
口
勇
次

郎
先
生
も
出
席
さ
れ
、
熱
心
に

最
後
ま
で
聞
い
て
お
ら
れ
る
姿

は
、
会
員
一
同
に
無
言
の
励
ま

し
に
な
り
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
時
代
に
世
界
で
活
躍
で
き
る
女
性
を
育
て
る
。
表
面
的

な
英
語
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
文
化
・
経
済
・
社
会
の
動
向

に
つ
い
て
も
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
掲
げ
、自
分
の
意
見
を
英
語
で
主
張
で
き
る
よ
う

な
英
語
運
用
能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
。
今
回
は
そ
の
よ
う
な
女
性

を
育
て
る
英
米
文
化
学
科
の
先
生
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

大
学
院
の
言
語
文
化
研
究
科

で
は
、
新
図
書
館
の
設
立
に
呼

応
し
て
、
所
属
教
員
全
員
と
当

大
学
院
の
卒
業
生
有
志
協
力
の

も
と
、
蔵
書
内
容
の
充
実
化
が

進
行
中
で
す
。
新
規
購
入
で
日

本
語
・
日
本
文
化
学
関
係
と
英
米

文
化
学
関
係
の
文
献
合
計
四
百

五
十
四
点
が
新
た
に
本
研
究
科

の
蔵
書
に
加
わ
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
に

欠
か
せ
な
い
文
献
ば
か
り
で
す
。

さ
ら
に
、
本
学
の

石
川
達
朗
教
授
か
ら

は
英
語
学
・
英
語
教

育
関
連
図
書
と
し
て

二
百
三
十
三
冊
ご
寄
贈
を
い

た
だ
い
き
ま
し
た
。
今
回
寄

贈
さ
れ
た
文
献
に
は
、
英
語

教
育
の
代
表
的
研
究
者
ハ
ロ

デ
ィ
ー
・
パ
ー
マ
ー
の
著
作

や
、
英
文
法
研
究
や
英

語
教
授
法
の
研
究
に
関

す
る
文
献
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
在
学
中

の
大
学
院
生
、
ま
た
こ
れ

か
ら
本
学
大
学
院
で
学

ば
れ
る
方
、
特
に
中
学
・

高
校
の
先
生
方
に
は
ぜ

ひ
活
用
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

英
米
文
化
学
科
長

島
岡
　
丘
先
生

同
学
科
長
補
佐

菅
　
英
昭
先
生

助
教
授

中
村
七
重
先
生

講
　
師

笠
原
　
究
先
生

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

英
米
文
化
学
科

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

基
礎
的
な「
英
語
力
」を
身
に
つ
け
、

幅
広
く
英
米
の
文
化
を
学
び

世
界
で
活
躍
す
る
女
性
に
。

中村七重先生

島岡丘先生

菅英昭先生

笠原究先生

第
十
回
大
学
院
言
語
文
化
学
会

研
究
発
表
会
開
催
さ
れ
る

言
語
文
化
研
究
科

第
十
回
大
学
院
言
語
文
化
学
会

研
究
発
表
会
開
催
さ
れ
る

石川達朗教授

石川教授よりご寄贈いただいた図書の一部 発表する森垣英子さん
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平
成
十
九
年
二
月
二
十
四
日

（
土
）、松
戸
市
主
催
、
本
学
共
催

の
「
若
者
就
労
支
援
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
本
学
十
号
館
に
て
開
催

致
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
十

八
年
六
月
三
日
に
続
き
第
二
回

目
と
な
る
も
の
で
す
。

ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
、
早
期

離
職
な
ど
若
者
を
め
ぐ
る
就

業
・
雇
用
に
関
す
る
こ
と
が
社

会
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
こ

れ
ら
の
問
題
を
地
域
の
課
題
と

捉
え
、
地
域
経
済
の
発
展
の
た

め
、
松
戸
市
・
他
大
学
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
と
相
互
に
交
流
・
協
力
し

な
が
ら
、
参
加
者（
若
者
）が
こ

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
自
ら
気

づ
き
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、「
聖
徳
大
学
・
流
通
経

済
大
学
の
学
生
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
・
運
営
す
る
」「
来
場
者

参
加
型
で
あ
る
」
こ
と
も
今
回

の
大
き
な
特
徴
で
す
。
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
是
非
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

学
生
寮
で
は
創
立
以
来
初
め

て
の
試
み
で
あ
る
「
寮
生
の
食

事
を
寮
生
が
作
る
」
う
ど
ん
打

ち
体
験
が
、十
一
月
十
九
日（
日
）

和
心
寮
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
人
間
栄

養
学
科（
学
寮
委

員
）の
川
嶋
浩
二

先
生
指
導
の
下
、

和
心
寮
生
七
名
、

手
伝
い
の
一
般
学

生
七
名
、
食
品
加

工
研
究
室
の
助
手

二
名
と
い
う
体
制

で
十
五
時
よ
り
う

ど
ん
作
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。

う
ど
ん
の
作
り

方
は
薄
力
粉
と
強

力
粉
の
二
種
類
を

ふ
る
い
に
か
け
、

食
塩
水
を
少
し
ず
つ
加
え
て
混

ぜ
て
生
地
を
作
り
ま
す
。
次
に

ポ
リ
袋
に
入
れ
て
十
五
分
間
、

足
で
踏
み
腰
の
あ
る
生
地
に
仕

上
げ
ま
す
。
そ
れ
を
三
十
分
ほ

ど
寝
か
せ
て
麺
棒
で
伸
ば
し
ま

す
。
川
嶋
先
生
は
慣
れ
た
手
つ

き
で
し
た
が
、
学
生
達
に
は
な

か
な
か
の
力
仕
事
の
よ
う
で
し

た
。
本
番
に
備
え
学
内
で
二
回

の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
い
た
の

で
手
際
よ
く
仕
上
が
っ
て
い

き
、
瞬
く
間
に
和
心
寮
生
百
六

十
人
分
の
麺
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
食
堂
で
の
う
ど
ん
作
り

の
後
片
付
け
も
手
早
く
済
み
、

食
事
時
間
に
な
る
頃
に
は
い
つ

も
の
食
堂
の
様
子
に
戻
っ
て
い

ま
し
た
。

食
べ
た
寮
生
か
ら
は
「
お
い

し
い
」「
麺
が
不
ぞ
ろ
い
の
と
こ

ろ
は
手
づ
く
り
感
が
あ
っ
て
い

い
」「
も
っ
と
お
か
わ
り
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

食
品
加
工
実
習
で
学
ん
だ
う

ど
ん
作
り
を
同
じ
寮
で
生
活
す

る
仲
間
達
に
提
供
で
き
た
と
い

う
の
は
、
寮
内
に
「
和
」
の
つ
な

が
り
を
よ
り
一
層
強
め
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

公
立
小
学
校
の
教
員
が
、
こ

こ
数
年
間
で
大
量
に
定
年
退
職

を
迎
え
る
時
代
と
な
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
と
称
さ

れ
る
先
生
方
で
す
。
中
で
も
、

東
京
都
は
他
府
県
と
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
定
年
退
職
者
を
抱

え
、
そ
の
後
補
充
と
な
る
教
員

の
確
保
に
必
死
で
す
。
補
充
の

対
象
と
な
る
の
は
、
お
お
か
た
大

学
卒
等
の
新
規
採
用
教
員
で
す
。

い
じ
め
問
題
、
指
導
力
の
問

題
、
モ
ラ
ル
の
問
題
な
ど
の
解
決

者
と
し
て
新
規
採
用
教
員
も
即

実
践
力
の
あ
る
質
の
高
い
教
師

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
各
教
育
委
員
会
や

学
校
現
場
か
ら
は
、
早
く
良
い

教
師
を
確
保
し
た
い
と
の
要
請

か
ら
様
々
な
動
き
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

中
で
も
、
東
京
都
杉
並
区
教

育
委
員
会
は
、
い
ち
早
く
全
国

か
ら
杉
並
区
の
教
員
を
募
集

し
、
杉
並
区
独
自
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
人
材
を
投
入
し
て
、
資

質
の
高
い
教
師
を
養
成
し
、
杉

並
区
の
先
生
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
「
教
師
養
成
塾
・
杉
並
師
範

館
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

第
一
期
生
の
塾
生
募
集
に
応

募
し
た
児
童
学
科
小
学
校
・
幼

稚
園
教
員
養
成
コ
ー
ス
の
夏
目

千
亜
希
さ
ん（
現
四
年
生
）が
第

四
次
ま
で
の
試
験
に
見
事
合
格

し
、
現
役
塾
生
と
し
て
活
躍
中

で
す
。
ち
な
み
に

一
期
生
の
倍
率

は
八
倍
強
で
し

た
。
十
二
月
中
に

は
、
就
職
す
る
学

校
が
い
ち
早
く

決
定
し
て
い
ま

す
。カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

の
内
容
は
、
人
間

力
、
指
導
力
、
授

業
力
の
磨
き
、
現

場
で
の
学
び
、
塾

生
同
士
の
絆
と

社
会
性
の
涵
養

が
中
心
で
あ
り
、

方
法
は
講
義
、
演

お
正
月
気
分
も
ま
だ
抜
け
き

れ
な
い
、
平
成
十
九
年
一
月
七
日

（
日
）の
午
後
、
東
京
赤
坂
の
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル（
小
ホ
ー
ル
）で

「
音
楽
文
化
学
科
ピ
ア
ノ
コ
ー
ス

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

若
手
演
奏
家
の
登
竜
門
と
し

て
、
日
本
で
一
番
権
威
の
あ
る

読
売
新
人
演
奏
会
に
毎
年
そ
の

年
の
卒
業
生
が
出
演
す
る
な

ど
、
音
楽
文
化
学
科
の
水
準
は

年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
演
奏
を
広
く
一
般
の
方
々
に

も
お
聴
き
い
た
だ
く
た
め
、
学

外
で
の
演
奏
会
を
開
催
す
る
よ

う
に
な
り
今
回
で
三
回
目
に
な

り
ま
す
。

出
演
者
は
、
推
薦
さ
れ
た
ピ

ア
ノ
コ
ー
ス
一
年
生
か
ら
四
年

生
ま
で
の
九
名
と
賛
助
出
演
の

大
学
院
生
一
名
の
計
十
名
で
し

た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
シ
ョ

パ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
、

フ
ァ
リ
ャ
等
古
典
派
か
ら
近
現

代
の
作
曲
家
の
多
様
な
ピ
ア
ノ

作
品
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

出
演
者
は
お
正
月
も
の
ん
び

り
過
ご
す
こ
と
も
な
く
こ
の
日

の
演
奏
に
備
え
、
緊
張
の
な
か

に
難
曲
に
挑
む
姿
に
、
多
数
ご

来
場
い
た
だ
い
た
お
客
様
、
教

職
員
、
卒
業
生
か
ら
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
、
充
実
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
音
楽

文
化
学
科
で
は
今
後
も
学
内
外

で
の
演
奏
会
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

総
合
文
化
学
科
デ
ザ
イ
ン
情
報

エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
チ
一
年

生
の
桐
谷
真
咲
さ
ん
が
、
第
四
十

四
回
全
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
一
般
の
部
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

全
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
は
昭
和
三
十
八
年
の

第
一
回
開
催
以
来
、
毎
年
才
能
豊

か
な
人
材
を
服
飾
界
に
送
り
出
す

伝
統
あ
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
今
回

（
第
四
十
四
回
）の
審
査
員
は
デ
ザ

イ
ナ
ー
森
英

恵
さ
ん
、
岩

谷
俊
和
さ
ん

な
ど
九
名
が

行
い
ま
し
た
。

今
回
、
桐

谷
さ
ん
は
デ

ザ
イ
ン
画
の

部（
一
般
の
部
）で
三
千
点
余
の
中

か
ら
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
総
合
文

化
学
科
と
し
て
は
平
成
十
六
年
か

ら
の
三
年
連
続
の
入
賞
に
な
り
ま

し
た
。

今
後
、
桐
谷
さ
ん
と
総
合
文
化

学
科
の
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

優秀賞を受賞した桐谷真咲さん 活躍する夏目さん

受賞した作品

第
四
十
四
回

全
国

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
で

優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
総
合
文
化
学
科

小
学
校
教
師
に
な
る
新
し
い
道
づ
く
り
「
杉
並
師
範
館
」

第
一
期
生

夏
目
千
亜
季
さ
ん

（
児
童
学
科
小
学
校
・
幼
稚
園
教
員
養
成
コ
ー
ス
四
年
）

小
学
校
教
師
に
な
る
新
し
い
道
づ
く
り
「
杉
並
師
範
館
」

第
一
期
生

夏
目
千
亜
季
さ
ん

（
児
童
学
科
小
学
校
・
幼
稚
園
教
員
養
成
コ
ー
ス
四
年
）

活
躍
中

活
躍
中
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推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

音楽文化学科

ピ
ア
ノ
コ
ー
ス

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催

1.佐々木　佳奈（2年）
ベートーヴェン：ピアノソナタ 第4番

変ホ長調　作品7 第1楽章
2.山本　矩子（1年）
ベートーヴェン：ピアノソナタ 第14番

嬰ハ短調　作品27-2 第3楽章
3.鈴木　花織（3年）
ショパン：スケルツォ　第2番

変ロ短調　作品31
4.島村　結花（3年）
ブラームス：ピアノ小曲集　作品118-1、2、3

5.佐藤　弥生（3年）
プロコフィエフ：ピアノソナタ 第3番

イ短調　作品28
6.稲田　あすか（4年）
バッハ＝ブゾーニ：シャコンヌ

7.手塚　泰代（4年）
メンデルスゾーン：厳格なる変奏曲

ニ短調　作品54
8.萩原　美香（4年）
ショパン：幻想曲　ヘ短調　作品49

9.藤井　遼子（4年）
ラフマニノフ：コレルリの主題による変奏曲　

ニ短調　作品42

10.平井　李枝（賛助出演　大学院前期課程　2年）
ファリャ：《スペイン風小品》より
グラナドス：《ゴイェスカス》より

～プログラム～
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キ
ャ
リ
ア
支
援
室
だ
よ
り

前回フォーラムの模様（平成18年6月3日開催、本学10号館14階）
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」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

「
手
作
り
う
ど
ん
」
を
寮
食
で
実
施

学
生
寮
初
の
、
寮
生
に
よ
る

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」
大学・短大

information

●日　　時：平成19年2月24日（土）13：30～16：30
●会　　場：本学10号館
●参加対象：就職を希望する若者

（概ね35歳くらいまで）
●定　　員：先着７０名
●申 込 み：松戸市商工観光課

（TEL：047-366-7327）
本フォーラムに関する詳細は、キャリア支援室（TEL：047-365-7451）
までお問合せください。

習
、
合
宿
・
体
験
活
動
、
特
別
教

育
実
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

開
塾
の
曜
日
は
、
大
学
生
、
社

会
人
等
々
の
塾
生
へ
の
配
慮
か

ら
土
曜
日
・
日
曜
日
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
各
授
業
の
講
師
陣

の
豊
か
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

小
学
校
教
諭
を
目
指
す
皆
さ

ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ

う
。
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聖
徳
中
高
ダ
ン
ス
部
は
、
十

一
月
二
十
三
日（
木
）に
東
京
・

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
全
国
中
学
校
高
等
学
校
ダ

ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
奨
励
賞
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
度

ソ
ロ
部
門
で
第
二
位
を
収
め
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
恥
ず
か
し

い
作
品
は
出
せ
な
い
と
一
生
懸

命
練
習
は
し
て
き
ま
し
た
が
、

正
直
な
と
こ
ろ
ま
さ
か
受
賞
で

き
る
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
結
果
発
表
で
生
徒
た

ち
は
、
感
激
の
声
す
ら
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ず
、「
ま
さ
か
私

達
？
」
と
、
ひ
た
す
ら
戸
惑
っ

て
い
る
様
子
で
し
た
。
部
員
一

同
こ
の
経
験
を
バ
ネ
に
、
こ
れ

か
ら
も
踊
る
こ
と
に
喜
び
を
抱

き
つ
つ
、
よ
い
作
品
を
生
み
出

し
て
ゆ
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
は
本
校
箏
曲

部
に
よ
る
演
奏
「
海
鳴
り
」
を

使
用
し
ま
し
た
。
二
月
三
日

（
土
）の
体
育
科
実
技
発
表
会
で

も
演
じ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

見
て
ビ
ッ
ク
リ
！！

学
生
の
手
作
り
弁
当
で
す
。

と
て
も
お
い
し
そ
う
で
す
ね
。

実
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
す
。

こ
の
お
弁
当
は
、
一
年
生
の

教
科
で
あ
る
、
図
画
工
作
Ⅱ
の

授
業
で
作
成
さ
れ
た
粘
土
造

形
の
中
の
一
つ
な
の
で
す
。

そ
の
他
の
作
品
も
作
品
展

覧
会
と
し
て
ロ
ビ
ー
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
先
生
方
や
学
生

な
ど
見
学
を
し
て
、「
本
物
み

た
い
」「
お
い
し
そ
う
」
と
驚

い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
授
業
で
は
、
身
近
な
も

の
を
よ
く
見
て
そ
っ
く
り
に

作
る
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

題
目
は「
お
い
し
い
食
べ
も
の
」

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
学
生
が

考
え
る
お
い
し
い
も
の
と
い

う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い

ま
し
た
。

お
寿
司
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
、

グ
ラ
タ
ン
、
お

弁
当
、
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
、

ケ
ー
キ
、
な
ん

と
塩
辛
ま
で
あ

り
本
物
そ
っ
く

り
に
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

今
回
の
授
業
に
よ
り
、
食
や

造
形
な
ど
に
つ
い
て
も
っ
と

興
味
を
持
ち
、
子
ど
も
達
に
伝

え
ら
れ
る
保
育
者
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
二
月
三
日（
日
）森
の
ホ
ー

ル
２１
に
お
い
て
、
松
戸
市
教
育

委
員
会
主
催
の
「
第
二
十
三
回

千
葉
県
体
育
指
導
委
員
研
究
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
本
校
バ

ト
ン
部
が
出
演
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
大
会
は
体
育
指
導

を
行
っ
て
い
る
千
葉
県
全
域
の

先
生
方
対
象
の
も
の
で
し
た

が
、
来
場
し
て
い
る
体
育
指
導

員
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
め

る
曲
を
考
え
、
楽
し
い
バ
ト
ン

と
ポ
ン
ポ
ン
の
演
技
を
選
び

ま
し
た
。
バ
ト
ン
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
で
も
踊
っ
た
こ
と
の
あ
る

「R
ickey

&
M
ickey

」、
ポ
ン

ポ
ン
は
「H

ey
baby

」
と
「Beat

Box

」
を
発
表
し
ま
し
た
。

来
場
者
は
約
千
二
百
名
と
、

大
変
た
く
さ
ん
の
方
に
本
校
バ
ト

ン
部
の
演
技
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
演
技
終
了
後
に
は
た
く

さ
ん
の
拍
手
を
い
た
だ
き
、
演

技
者
と
お
客
様
の
心
が
一
つ
に

な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
部
は
高
校
生
九
名
、

中
学
生
五
名
で
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
活
動
内
容

と
し
て
は
、
六
月
に
ミ
ス
ダ
ン

ス
ド
リ
ル
チ
ー
ム
２
０
０
６
に

初
出
場
。
八
月
に
三
日
間
に
渡

り
神
戸
で
行
わ
れ
た
「
第
十
九

回
全
日
本
高
校
大
学
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
神
戸
〜
」

に
出
場
。
作
品
は
「
鬼
衣
」
で
、

人
間
の
心
の
中
に
あ
る
憎
し

み
や
妬
み
を
衣
で
隠
し
な
が

ら
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
表
現
し
ま
し
た
。
十
月
の
聖

徳
祭
で
は
ダ
ン
ス
発
表
会
を

行
い
ま
し
た
。
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

や
創
作
ダ
ン
ス
と
自
分
た
ち

で
作
品
を
完
成
さ
せ
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
皆
さ
ん
に
見

て
頂
き
ま
し
た
。
十
一
月
に
は

「
社
会
福
祉
法
人

大
久
保
学

園
」（
千
葉
県
船
橋
市
）の
文
化

祭
に
招
待
さ
れ
、
聖
徳
祭
で
発

表
し
た
作
品
を
ア
レ
ン
ジ
し

て
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
十
一

月
は
「
第
五
十
九
回
全
国
中
学

校
高
等
学
校
ダ
ン
ス
コ
ン
ク

ー
ル
」
、
続
い
て
十
二
月
の

「
第
二
十
八
回
日
体
大
卒
業
生

お
よ
び
教
え
子
に
よ
る
ダ
ン

ス
研
究
発
表
会
」
で
は
、「Ego-

tistic

」
と
い
う
作
品
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
作
品
で
は
カ
ル

メ
ン
と
い
う
女
性
の
利
己
的

な
思
い
が
ホ
セ
と
い
う
男
性

の
一
途
な
思
い
を
踏
み
に
じ

り
愛
情
が
憎
し
み
へ
と
変
わ

る
様
子
を
表
現
し
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
を
通
し
て
表
現
す

る
す
ば
ら
し
さ
、
楽
し
さ
を
学

び
、舞
台
経
験
を
踏
む
こ
と
で
、

生
徒
の
成
長
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
い
い
作
品
を

発
表
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
部

全
国
中
学
校
高
等
学
校

ダ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
で

「
奨
励
賞
」

第
五
十
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

本
校
の
三
つ
あ
る
発
表
会
の

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

を
平
成
十
九
年
一
月
二
十
一
日

（
日
）に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
Ⅰ
部
二
年

生
・
Ⅱ
部
三
年
生
に
と
っ
て
卒

業
前
の
最
後
の
ま
と
め
の
行
事

で
あ
り
、
五
十
回
目
を
数
え
ま

す
。
今
回
は
、
六
分
科
会
、
二
十

七
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い

ま
し
た
。

保
育
者
を
目
指
し
授
業
や

実
習
等
を
通
じ
て
、
保
育
問
題

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど

を
仲
間
と
研
究
、
討
議
を
し
て

発
表
を
す
る
機
会
で
す
。
考
え

方
の
違
い
で
グ
ル
ー
プ
を
ま

と
め
る
こ
と
の
難
し
さ
を
知

り
、
そ
の
こ

と
を
乗
り
越

え
る
こ
と
に

よ
り
友
情
を

深
め
た
よ
う

で
す
。
保
育

問
題
に
つ
い

て
指
導
の
先

生
に
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
思

い
思
い
の
工

夫
し
た
発
表

の
経
験
が
で

き
ま
し
た
。

第
二
十
三
回

千
葉
県
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会

バ
ト
ン
部
出
演

附属中学校・高等学校 附属中学校・高等学校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

ダ
ン
ス
部

表
現
力
豊
か
に

―
一
年
間
の
活
動
を
通
じ
て
―

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り
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附
属
幼
稚
園

キ
ン
バ
リ
ー
先
生

よ
う
こ
そ
附
属
幼
稚
園
へ

聖
徳
大
学
に
は
附
属
の
幼
稚

園
が
四
園
あ
り
一
年
間
通
し
て

大
学
児
童
学
科
と
短
大
部
保
育

科
の
幼
稚
園
教
諭
を
目
指
す
学

生
を
二
週
間
毎
に
実
習
生
と
し

て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

去
る
、
十
一
月
二
十
八
日（
火
）

に
聖
徳
大
学
児
童
学
科
の
一
年

生
か
ら
三
年
生
五
十
五
名
が
幼

稚
園
実
習
を
前
に
第
三
幼
稚
園

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。
緊
張
し

た
面
持
ち
で
幼
稚
園
に
入
っ
て

き
た
学
生
達
は
、
園
児
達
の

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
挨

拶
に
戸
惑
い
少
し
照
れ
な
が
ら

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
応

え
て
い
ま
し
た
。
園
内
の
自
由

見
学
、
そ
れ
か
ら
幼
稚
園
ホ
ー

ル
に
集
っ
て
幼
稚
園
の
沿
革
を

説
明
し
た
後
、
各
学
年
毎
の
園

児
達
の
様
子
を
知
っ
て
頂
く
為

に
日
々
の
保
育
活
動
の
一
部
を

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
歳

児
ク
ラ
ス
の
パ
ン
ダ
組
は
「
む

す
ん
で
、
ひ
ら
い
て
」
の
手
遊

び
、
三
歳
児
、
四
歳
児
は
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
、
園
児
の
踊
り
や
歌

附
属
第
三
幼
稚
園

学
生
見
学
会

（
児
童
学
科
一
年
生
）

声
に
「
か
わ
い
い
ね
」
と
学
生

の
表
情
も
和
ら
ぎ
ま
し
た
。
五

歳
児
は
学
生
と
一
緒
に
人
数
合

わ
せ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

二
人
組
み
に
な
り
お
互
い
自
己

紹
介
を
し
た
の
で
す
が
、
園
児

よ
り
も
学
生
の
方
が
恥
ず
か
し

が
っ
て
も
じ
も
じ
し
て
い
る
様

子
が
伺
え
ま
し
た
。
園
児
と
手

を
つ
な
ぐ
の
も
照
れ
て
い
た
学

生
も
ゲ
ー
ム
が
盛
り
上
が
っ
て

く
る
と
園
児
よ
り
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

全
体
会
の
後
、
各
保
育
室
で

教
員
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
給
食
の
準
備
な
ど
指
導
の

様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の

際
に
は
、
今
後
の
実
習
に
備
え

メ
モ
を
取
る
学
生
の
姿
も
見
ら

れ
意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
達
が
手
作
り
し
た
指
人

形
を
お
土
産
で
頂
き
園
児
達

も
大
喜
び
で
友
達
同
士
で
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
学
生
見
学
会
は
、
幼
稚

園
教
諭
に
な
る
た
め
の
第
一
歩

で
す
。
実
際
に
幼
児
と
関
わ
り
、

様
々
な
経
験
を
通
し
て
実
習
に

臨
み
、
心
豊
か
な
保
育
者
を
目

指
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

●
●
●
●

●

●

園
庭
の
い
ち
ょ
う
も
色
づ
き

小
春
日
和
と
な
っ
た
昨
年
十
一

月
二
十
九
日（
水
）、
二
〇
〇
六

年
度
全
米
最
優
秀
教
師
に
な
ら

れ
た
キ
ン
バ
リ
ー
・
オ
リ
バ
ー
先

生
が
附
属
幼
稚
園
に
来
園
さ
れ

ま
し
た
。

三
才
児
、
四
才
児
の
保
育
室

で
は
園
児
達
が
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
す
る
と
日

本
語
で
「
オ
ハ
ヨ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ

ス
」
と
笑
顔
で
返
し
て
く
だ
さ

り
、
園
児
達
は
、
一
遍
に
親
近
感

を
も
っ
た
よ
う
で
し
た
。
ホ
ー

ル
で
は
五
才
児
が
キ
ン
バ
リ
ー

先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
先

生
は
ご
挨
拶
の
中
で
幼
稚
園
の

先
生
で
あ
る
こ
と
や
、
ア
メ
リ

カ
で
も
同
じ
年
齢
の
子
ど
も
達

が
幼
稚
園
で
遊
ん

で
い
る
こ
と
な
ど

の
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
園
児
達
は
熱

心
に
そ
の
話
を
伺

っ
た
後
、
幼
稚
園
の

園
歌
と
聖
徳
祭
で

歌
っ
た
「
線
路
は
つ

づ
く
よ
ど
こ
ま
で

も
」
の
歌
を
う
た
い

ま
し
た
。
す
る
と
キ

ン
バ
リ
ー
先
生
が

「
こ
の
歌
は
ア
メ
リ

カ
の
歌
で
も
あ
り

ア
メ
リ
カ
の
子
ど

も
達
も
歌
っ
て
い

る
の
で
私
も
歌
っ
て
も
い
い
で

す
か
？
」
と
英
語
で
歌
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
園
児
達
は

少
々
驚
い
た
の
か
、
身
じ
ろ
ぎ

も
せ
ず
聴
き
入
り
先

生
が
歌
い
終
わ
る
と

一
斉
に
感
動
の
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
ま

し
た
。
お
互
い
に
顔

を
見
合
わ
せ
た
り
し

て
し
ば
ら
く
拍
手
は

な
り
や
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
二
階

の
絵
本
の
部
屋
や
放

送
室
、
ま
た
テ
ラ
ス

か
ら
園
庭
や
大
学
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
も
ご
覧

に
な
り
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
言
う
間
に
お

帰
り
の
時
間
に
な
っ

て
し
ま
い
、
廊
下
や
玄
関
で

三
、
四
才
児
が
口
々
に
「
ま

た
き
て
ね
」「
さ
よ
う
な
ら
」

な
ど
と
声
を
か
け
な
が
ら
お

見
送
り
を
す
る
と
笑
顔
で

「
ア
リ
ガ
ト
ウ
」
と
何
度
も

手
を
ふ
り
応
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
園
児
達
は
「
に
こ

に
こ
し
て
た
ね
」「
英
語
や

っ
ぱ
り
上
手
だ
ね
」
等
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
こ
の

日
の
経
験
は
園
児
だ
け
で
な
く

教
職
員
に
と
っ
て
も
国
際
的
な

視
野
を
広
げ
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

附
属
小
学
校
通
信
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

十
一
月
二
十
二
日（
水
）、
二

年
生
の
生
活
科
単
元
「
町
た
ん

け
ん
を
し
よ
う
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
寒
い
日
が
続
い
て
い
た

の
で
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、

児
童
の
思
い
が
通
じ
た
の
か
、

当
日
は
暖
か
く
絶
好
の
探
検
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
町
た
ん
け
ん
を
し
よ

う
」
で
は
、
学
校
の
中
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
世
界
に
も
目
を

向
け
さ
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
を
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
少
人
数
で
の
活
動

を
通
し
て
様
々
な
こ
と
を
学
ば

せ
る
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。

学
校
の
周
り
に
は
何
が
あ
る

の
か
な
？
ど
ん
な
お
仕
事
を
し

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

か
な
？
と
興
味
津
々
の
児
童

は
、
秋
山
駅
や
遠
藤
愛
犬
学
校
、

秋
山
湧
水（
ホ
タ
ル
の
池
）な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。
一
見
、
自
分

達
に
と
っ
て
無
関
係
に
思
え
る

も
の
が
、
実
は
私
達
の
生
活
に

全
部
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
、

地
域
の
方
の
お
話
や
、
児
童
に

よ
る
話
し
合
い
を
通
し
て
気
付

か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
友

だ
ち
と
協
力
し
、
互
い
に
認
め

合
い
な
が
ら
取
り
組
む
姿
は
大

変
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
し

た
。
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の

方
々
に
も
協
力
し
て
頂
き
、
大

成
功
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

十
二
月
十
一
日（
月
）の
朝
、

附
属
小
学
校
で
日
本
漢
字
能
力

検
定（「
漢
検
」）の
結
果
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
十

月
二
十
七
日（
金
）に
、
五
・
六
年

生
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
検

定
の
発
表
で
す
。

結
果
は
六
級
十
六
名
、
五
級

六
十
九
名
、
四
級
七
名
、
三
級

六
名
、
そ
し
て
、
準
二
級
は
四

名
の
計
百
二
名
の
合
格
で
し

た
。
準
二
級
は
高
校
生
レ
ベ
ル

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
の
級
に
な
る
に
つ
れ
て
、

日
頃
の
漢
字
学
習

の
積
み
重
ね
が
大

切
と
な
り
ま
す
。

直
前
に
詰
め
込
む

よ
う
な
学
習
方
法

で
は
太
刀
打
ち
で

き
ま
せ
ん
。
上
の

級
に
合
格
で
き
る

の
は
、
日
々
着
実

に
努
力
し
て
い
る

児
童
ば
か
り
で

す
。漢

検
を
通
し

て
、
漢
字
の
知
識

だ
け
で
な
く
、

「
学
び
方
の
王
道
」

も
学
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
取
り
組

み
始
め
て
か
ら
、
十
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。『
子
ど
も

達
の
小
さ
な
手
の
ひ
ら
に
載
せ

ら
れ
、
随
所
に
持
ち
運
ば
れ
、

そ
し
て
、
く
い
入
る
よ
う
に
読

破
し
て
も
ら
い
た
い
』
と
い
う

願
い
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
「
て

の
ひ
ら
文
庫（
文
溪
堂
）」。
一
冊
、

二
十
ペ
ー
ジ
か
ら
三
十
ペ
ー
ジ

程
度
に
ま
と

め
上
げ
ら
れ

た
、
手
軽
に
読

破
で
き
る
文

庫
で
す
。

こ
の
文
庫

は
、
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
・
作
家

の
中
か
ら
、
学

年
に
合
わ
せ

た
作
品
選
定
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
発
達
段
階
に
合
わ

せ
た
挿
し
絵
や
手
引
き
も
つ
い

て
い
る
の
で
、
大
変
読
み
や
す

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

人
一
冊
ず
つ
学
校
で
購
入
し
ま

す
が
、
最
近
で
は
、
個
人
で
も

購
入
し
た
い
と
申
し
込
む
児

童
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
読
書

の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
、
読
解
力

の
低
下
が
問
題
視
さ
れ
る
中
、

進
ん
で
読
書
に
取
り
組
む
良

い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

本
校
は
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、「
優
良
校
」（
全
国
で
五

校
）に
一
回
、「
優
秀
校
」（
全
国

で
三
校
）に
三
回
選
ば
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
「
最
優
秀
校
」（
全

国
で
一
校
）に
連
続
し
て
選
ば

れ
、
今
年
は
と
う
と
う
五
年
連

続
し
て
選
ば
れ
る
と
い
う
素
晴

ら
し
い
結
果
を
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
は
、
全
国
か
ら
十
万
三

千
八
百
十
五
点
も
の
応
募
が
あ

り
、
参
加
校
も
九
百
六
十
三
校

で
し
た
。
本
校
は
、
そ
の
中
の

頂
点
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
個
人
で
も
、
最
優
秀
賞
・
優

良
賞
・
佳
作
賞
を
は
じ
め
、
計
百

三
十
五
名
の
児
童
が
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
附
属
小
の
児
童

の
頑
張
り
が
、
見
事
に
実
を
結

ん
だ
結
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

本
は
、
心
の
栄
養
で
す
。
読

書
活
動
を
通
し
て
、
想
像
力
や

思
考
力
を
身
に
付
け
、
豊
か
な

感
性
や
情
操
、
思
い
や
り
の
心

が
育
つ
よ
う
に
、
今
後
も
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
漢
検
」

準
二
級
合
格

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

五
年
連
続
！

「
最
優
秀
校
」

ぼくらの町を
たんけんしたよ

〜
第
三
十
回
「
て
の
ひ
ら
文
庫
賞
」

読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
〜

最優秀賞　２年　太田　昂佑君

準２級に合格した６年林翼君、岡r啓一朗君、小薗愛さん、山川詩央さん
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去
る
十
二
月
十
七
日（
日
）、
保

育
時
間
中
の
地
震
や
火
災
な
ど

不
時
の
災
害
発
生
に
備
え
て
避

難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

非
常
ベ
ル
と
同
時
に〝
只
今
地

震
が
あ
り
ま
し
た
。
お
部
屋
に
居

る
お
友
達
は
机
に
入
る
か
お
部

屋
の
真
中
に
集
ま
っ
て
小
さ
く

な
り
ま
し
ょ
う
〞の
放
送
が
流
れ

る
と
、一
斉
に
机
の
下
に
も
ぐ
り

そ
の
間
に
急
い
で
防
災
頭
巾
を

か
ぶ
っ
て
次
の
指
示
を
待
ち
ま

し
た
。〝
揺
れ
が
お
さ
ま
り
ま
し

た
が
厨
房
か
ら
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。園
庭
に
避
難
し
て
下
さ

い
〞の
指
示
で
今
度
は
、
保

育
室
か
ら
園
庭
に
避
難
。
各

担
仕
が
園
児
の
人
数
を
掌

握
し
報
告
を
し
た
後
、
全
体

で
災
害
時
に
関
す
る
話
を

聞
き
ま
し
た
。〝
先
生
方
が

皆
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て

あ
げ
る
こ
と
、
避
難
す
る
際

に
は
○お
さ
な
い
、
○か
け
な

い
、
○し
ゃ
べ
ら
な
い
、
○も
ど

ら
な
い
〞の
約
束
を
再
確
認

す
る
と
一
人
ひ
と
り
が
う

な
ず
き
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
は
初
め

浦
安
幼
稚
園
で
は
、
月
一
度

の
誕
生
祝
会
を
催
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
保
育
科
の
武
藤
先
生
、
三

谷
先
生
に
よ
る
音
楽
会
で
誕
生

児
を
祝
福
し
ま
し
た
。
当
日
ホ

ー
ル
は
、
全
園
児
の
期
待
と
興

奮
で
湧
き
た
ち
、
担
任
の
先
生

が
誕
生
児
の
名
前
を
呼
び
あ
げ

る
と
元
気
よ
く
舞
台
に
あ
が
り

ま
し
た
。
聖
徳
大
学
附
属
浦
安

幼
稚
園
の
名
前
入
り
歯
ブ
ラ
シ

と
胸
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
誕
生
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
る

と
「
早
く
ボ
ク
も（
ワ
タ
シ
も
）

誕
生
日
が
来
な
い
か
な
」
と
羨

望
の
声
。
舞
台
を
見
上
げ
み
ん

な
で
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
こ
だ
ま
の
よ
う
な
答
え

が
ホ
ー
ル
に
反
響
し
、
楽
し
い

時
間
が
流
れ
ま
し
た
。
川
並
知

子
園
長
監
修
に
よ
る
「
お
誕
生

会
の
歌
」
を
合
唱
し
、
こ
の
世
に

大
事
な
「
命
」
を
い
た
だ
い
た
事

に
感
謝
し
あ
い
ま
し
た
。
お
祝

い
に
か
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
先

生
方
は
X'
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
曲

を
演
奏
し
ま
し
た
。
園
児
は
ハ

ン
ド
ベ
ル
に
よ
る
「
キ

ラ
キ
ラ
星
」
に
耳
を
傾

け
、「
あ
わ
て
ん
坊
の
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
で
は
、

皆
ん
な
で
大
合
唱
し
ま

し
た
。
三
谷
先
生
の
メ

ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
声
に

ホ
ー
ル
は
、一
瞬
静
粛
し
、

武
藤
先
生
の
ピ
ア
ノ
、

シ
ョ
パ
ン
の
曲
が
情
感

豊
か
に
園
児
達
を
包
み

込
み
ま
し
た
。
最
後
は
、

両
先
生
に
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

モ
ミ
ジ
の
手
の
大
拍
手

と
な
り
、
そ
の
後
お
菓
子
を
頂

き
終
わ
り
ま
し
た
。

今
後
も
毎
月
お
誕
生
祝
会
を

全
園
児
で
催
し
、
両
親
に
感
謝

し
つ
つ
お
友
達
と
も
仲
良
く
し

て
ゆ
く
「
心
」
が
育
つ
よ
う
に
一

人
ひ
と
り
丁
寧
に
教
え
育
て
て

い
き
た
い
と
願
っ
た
日
で
あ
り

ま
し
た
。

附
属
浦
安
幼
稚
園

ミ
ニ
音
楽
会
の

誕
生
祝
会

一
年
間
の
総
ま
と
め
の
発
表
会

で
あ
る
「
表
現
あ
そ
び
」
を
今
年

は
二
月
三
日（
土
）に
本
園
の
遊

戯
室
で
行
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
園
児
に

よ
る
歌
、
各
学
年
の
表
現
あ
そ

び
、
年
中
、
年
長
組
の
合
奏
を
組

み
合
わ
せ
た
内
容
を
展
開
し
ま

す
。
十
八
年
度
の
計
画
は
、
初
め

に
全
園
児
に
よ
る
歌
で
大
好
き

な
園
歌
と
、
本
年
が
本
園
の
三

十
周
年
に
あ
た
る
の
で
、
年
中
・

年
長
組
が
学
園
の
周
年
を
記
念

し
て
作
ら
れ
た
応
援
歌
「
君
よ

夢
の
翼
を
拡
げ
て
」
を
歌
い
ま

す
。
年
少
組
は

「
ぼ
く
の
ク
レ
ヨ

ン
」
の
絵
本
を

体
一
杯
で
遊
戯

を
楽
し
み
ま
す
。

年
中
は
初
め
て

の
楽
器
あ
そ
び

で
「
人
形
の
夢

と
め
ざ
め
」
の

曲
を
し
ま
す
。

遊
戯
は
「
ダ
ン

ボ
」
の
絵
本
よ

り
、
一
人
ひ
と

り
が
ス
ト
ー
リ

ー
を
理
解
し
、

役
に
な
り
き
っ

て
場
面
を
イ
メ

ー
ジ
し
な
が
ら

踊
り
ま
す
。
友

達
と
気
持
ち
を

合
わ
せ
て
台
詞
を
言
っ
た
り
、

役
に
な
り
き
っ
て
発
表
す
る
姿

か
ら
成
長
の
跡
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
年
長
組
は
打
楽

器
や
メ
ロ
デ
ィ
楽
器
を
組
み
合

わ
せ
「
カ
ル
メ
ン
」
の
曲
を
合
奏

し
ま
す
。
又
、「
お
し
ゃ
べ
り
な

た
ま
ご
や
き
」
の
絵
本
よ
り
、
歌

っ
て
踊
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
行
い

ま
す
。

お
互
い
励
ま
し
合
い
、
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
姿

を
見
て
い
る
と
、
社
会
性
や
協

調
性
の
成
長
を
大
い
に
感
じ
る

こ
と
の
出
来
る
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
園
児
一
人
ひ

と
り
が
集
団
生
活
の
中
で
関
わ

り
、
良
い
影
響
を
受
け
合
い
な

が
ら
成
長
す
る
よ
う
な
発
表
会

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

表
現
あ
そ
び

多
摩
中
央
幼
稚
園

十
二
月
二
日（
土
）に
園
児
達

が
四
月
か
ら
描
い
た
り
製
作
し

た
り
し
た
作
品
を
見
て
頂
く
作

品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
土

曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
家
族

そ
ろ
っ
て
来
園
さ
れ
る
方
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
園
児
達
は

「
ど
こ
に
飾
っ
て
あ
る
の
か
な
？
」

「
こ
っ
ち
だ
よ
、
見
て
！
」
と
は
り

き
っ
て
保
護
者
の
手
を
引
き
自

分
の
作
品
を
見
せ
た
り
、「
頑

張
っ
た
ね
」「
上
手
に
で
き
て
い

る
ね
」
と
誉
め
て
い
た
だ
く
と
、

ど
の
よ
う
に
作
っ
た
り
描
い
た

り
し
た
の
か
一
つ
ひ
と
つ
説
明

し
て
い
ま
し
た
。
又
自
分
の
作

品
だ
け
で
な
く
友
達
の
作
品
を

探
し
て
「
○
○
く
ん
の
あ
っ
た

よ
」
と
保
護
者
や
友
達
に
喜
ん

で
伝
え
る
姿
に
友
達
意
識
が
深

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
感
じ
ま
し

た
。ち

ゅ
う
り
っ
ぷ
組（
二
歳
児
）

は
ト
ー
マ
ス
の
顔
を
描
い
た
り

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
マ
ラ

カ
ス
、
桜
組（
三
歳
児
）は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
動
物
達
を

作
っ
た
り
「
は
ら
ぺ
こ
青
む
し
」

の
絵
本
を
参
考
に

そ
れ
ぞ
れ
か
わ
い

い
青
む
し
な
ど
を

作
り
ま
し
た
。
ま

た
梅
組（
四
歳
児
）

は
二
月
の
表
現
あ

そ
び
の
「
み
つ
ば

ち
マ
ー
ヤ
」
の
遊
戯

に
使
う
昆
虫
を
紙

粘
土
で
作
り
、
松

組
（
五
歳
児
）
は

「
宝
島
」
を
テ
ー
マ

に
し
て
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
か
ら
は
、「
成
長

し
て
い
る
様
子
が
分
か
り
ま
し

た
。」「
ど
の
作
品
も
個
性
が
出

て
い
て
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。」

と
子
ど
も
達
の
成
長
ぶ
り
に
感

動
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

聞
こ
え
ま
し
た
。
作
品
展
を
通

し
、
日
々
の
園
児
達
の
成
長
を

見
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

作
品
展
開
催
！

八
王
子
中
央
幼
稚
園

て
防
災
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
の
訓

練
で
し
た
が
緊
張
の
表
情
は
見

ら
れ
た
も
の
の
今
ま
で
の
経
験

か
ら
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
園
児
は

お
ら
ず
担
任
の
誘
導
に
従
っ
て

す
み
や
か
に
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
は
自
然
災
害
を
含
め

事
件
や
事
故
か
ら
絶
対
に
園
児

達
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
後
よ
り
一
層
、
安
全
管
理

体
制
や
施
設
設
備
の
整
備
に
努

め
る
と
共
に
教
職
員
の
危
機
管

理
意
識
向
上
を
図
っ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

早
く
幼
稚
園
に
行
き
た
い
な
！

〜
一
日
入
園
〜

三
田
幼
稚
園

来
年
度
入
園
し
て
く
る
子
ど

も
達
が
親
子
で
幼
稚
園
に
来
て
、

午
前
中
の
時
間
を
過
ご
す
一
日

入
園
を
今
年
は
二
月
九
日（
金
）

に
実
施
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
年
少
組
の
お

遊
戯
を
見
た
り
年
中
組
と
歌
を

歌
っ
た
り
年
長
組
と
体
操
を
し

た
り
、
先
生
方
の
寸
劇
を
見
た

り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽
し
い

会
と
な
り
ま
す
。
在
園
児
に
と

っ
て
は
お
世
話
を
し
て
あ
げ
よ

う
、
優
し
く
し
て
あ
げ
よ
う
、
泣

い
て
い
た
ら
涙
を
拭
い
て
あ
げ

る
！
と
心
を
準
備
万
端
整
え
て

迎
え
ま
す
。
新
入
園
児
親
子
が

こ
の
一
日
入
園
に
参
加
す
る
こ

と
に
よ
り
「
幼
稚
園
は
楽
し
い
」

「
み
ん
な
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」

「
先
生
に
ま
た
会
い
た
い
な
」
な

ど
と
幼
稚
園
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
中
に

は
「
幼
稚
園
に
も
う
来
な
い
よ
」

と
半
べ
そ
を
か
き
な

が
ら
言
う
子
ど
も

や
、
保
護
者
に
隠
れ

て
様
子
を
見
て
い
る

子
ど
も
も
い
ま
す

が
、
少
し
ず
つ
慣
れ

て
入
園
式
の
時
に
は

元
気
に
手
を
振
っ
て

登
園
し
て
く
る
子
ど

も
の
姿
も
見
ら
れ
ま

す
。こ

の
一
日
入
園

は
新
入
園
児
に
と

っ
て
は
こ
れ
か
ら

始
ま
る
幼
稚
園
生

活
へ
の
期
待
を
高

め
、
一
方
で
在
園
児

に
と
っ
て
は
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
に

な
っ
た
気
分
を
味
わ
う
だ
け
で

な
く
、
自
分
た
ち
に
身
に
付
い

て
い
る
挨
拶
や
優
し
さ
、
い
た

わ
り
の
気
持
ち
を
発
揮
で
き
る

良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
訓
練

附
属
第
二
幼
稚
園

各園の

表現あそび

たのしみまショー
&

表現あそび

たのしみまショー

〈表現あそび〉

●多摩中央幼稚園
2月3日（土）

●八王子中央幼稚園
2月4日（日）

〈たのしみまショー〉

●附属第二幼稚園
2月4日（日）

●附属浦安幼稚園
2月9日（金）・10日（土）

●附属幼稚園
2月11日（日）
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読
者
の
欄

入試日 願書受付期間 入試区分 研究科 課程 

内部推薦B日程 
一般入試B日程 
社会人入試B日程 

２月２５日（日） ～ ２月１５日（木） ２月０５日（月） 

内部推薦B日程 
一般入試B日程 
社会人特別B日程 
私費留学生特別B日程 

２月２５日（日） ～ ２月２０日（火） ２月０５日（月） 

内部推薦B日程 
一般入試B日程 
社会人特別B日程 
私費留学生特別B日程 

２月２５日（日） ～ ２月２０日（火） ２月０５日（月） 

前
期 

内部推薦B日程 
一般入試B日程 
社会人入試B日程 

２月２４日（土） 
２５日（日） ～ ２月１５日（木） ２月０５日（月） 

内部推薦B日程 
一般入試B日程 
社会人特別B日程 
私費留学生特別B日程 

２月２４日（土） 
２５日（日） ～ ２月２０日（火） ２月０５日（月） 前

期 

前
期 

児
童
学 

音
楽
文
化 

後
期 

内部推薦B日程 
一般入試B日程 
社会人入試B日程 

２月２５日（日） ～ ２月１５日（木） ２月０５日（月） 

後
期 

後
期 

　
　
人
間
栄
養
学 

　
　

言
語
文
化 

臨
床
心
理
学 

般入試（第３回） ２月１２日（月）２月１０日（土）２月０３日（土）中学

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

一般入試（第３回） ２月１２日（月） ～ ２月１０日（土） ２月０３日（土） 中学 

平成19年度　入 試 日 程
■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］

■聖徳大学附属聖徳中学校（女子）・聖徳高等学校（女子）

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

博士前期 月生（ 日程） （ ）（ ）（ ）博士前期４月生（B日程） ３月１０日（土） ～ ３月０６日（火） １月２９日（月） ４月生 

■聖徳大学大学院通信教育課程［共学］

後期B日程 ２月１０日（土） ～ ２月０８日（木） １月２９日（月） 
後期C日程 ２月２４日（土） ～ ２月２２日（木） ２月１３日（火） 
後期D日程 ３月１７日（土） ～ ３月１５日（木） ２月２６日（月） 
後期B日程 ２月１０日（土） ～ ２月０８日（木） １月２９日（月） 
後期C日程 ２月２４日（土） ～ ２月２２日（木） ２月１３日（火） 
後期D日程 ３月１７日（土） ～ ３月１５日（木） ２月２６日（月） 

特
別
入
試 

推
薦
入
試 

一
般
入
試 

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

～ ２月１６日（金） ２月０５日（月） ２月２０日（火）～２１日（水）※1一般入試B日程 
～ ２月１６日（金） ２月０５日（月） ―　※2センター試験入試B日程 

～ ３月０９日（金） ２月２６日（月） ３月１３日（火）～１４日（水）※1一般入試C日程 
※１ 入試日自由選択制〔音楽文化学科は指定日：一般B日程２／２１（水）　一般C日程３／１３（火）〕 
※２ センター試験入試音楽文化学科試験日：B日程２／２１（水）　C日程３／１３（火） 

～ ３月０９日（金） ２月２６日（月） ―　※2センター試験入試C日程 

学
部
／
短
大 

■聖徳大学人文学部（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

入試日 願書受付期間 入試区分 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

内部推薦D日程 
一般入試D日程 ２月２１日（水） ～ ２月１６日（金） ２月０５日（月） 

内部推薦D日程 
一般入試D日程 
学士入試D日程 
社会人特別入試D日程 

２月２１日（水） ～ ２月１６日（金） ２月０５日（月） 編入学 

専攻科 

■聖徳大学人文学部編入学（女子）聖徳大学短期大学部専攻科（女子）
～ ２月０３日（土）１月０６日（土） ２月０４日（日）選抜入学試験C日程中学

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

～ ２月０３日（土） １月０６日（土） ２月０４日（日） 選抜入学試験C日程 中学 

■聖徳大学附属中学校（女子）・聖徳大学附属高等学校（女子）

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

〒
二
七
一
―

八
五
五
一
　
千
葉
県
松
戸
市
松
戸
一
一
六
九

1
〇
四
七
―

三
六
五
―

一
二
〇
〇（
直
通
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.seito

ku
.jp
/tk/

Ｅ
メ
ー
ル

tsuushin@
seito

ku.ac.jp

▼
お
問
い
合
わ
せ

聖
徳
大
学
通
信
教
育
部

一
月
二
十
日（
土
）よ
り
通
信
教
育
部（
大
学
・
短
大
部
）で
は
平
成
十
九
年
度
四
月
生
の
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
学
の
通
信
教
育
部
で
は
教
育
系
、
福
祉
系
、
心
理
系
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
員
免
許
、
資
格
が
取
得
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
既
に
大
学
、
短
期
大
学
や
専
門
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
後
に
新
た
な
分
野
へ
の
就
業
の
た
め
、
在
宅
学
習
が
中

心
で
、
学
費
も
低
廉
な
通
信
教
育
で
の
学
習
に
ご
興
味
の
あ
る
方
、
ま
た
は
お
知
り
合
い
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、

資
料
を
無
料
に
て
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
学
通
信
教
育
部
宛
て
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
大
学
院
児
童
学
研

究
科
は
入
学
試
験
を
実
施
。
試
験
日
は
前
期
課
程
三
月
十
日﹇
土
﹈で
す
。）

通
信
教
育
部
で
は
現
在
、
視
聴
覚
教
材
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
音
楽
実
技（
ピ
ア
ノ
）の

教
材
で
す
。
幼
児
教
育
の
免
許
・
資
格
取
得
の
た
め
、
特
に
本
学
で
は
音
楽
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

教
材
と
し
て
、
課
題
曲
の
解
説
と
模
範
演
奏
付
き
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
昨
年
二
巻
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、

短
大
と
大
学
の
進
度
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
指
導
内
容
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
在
学
生
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
現
在
制
作
中
の
新
入
生
用
の
学
習
案
内
ビ
デ
オ
で
す
。
学
習
開
始
時
の
学
習
方
法
や
学
習
計

画
の
立
案
な
ど
、
具
体
的
な
学
習
指
針
な
ど
が
そ
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
学
生
の
学
習
が
よ
り
増

進
す
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

通
信
教
育
の
大
学
で
新
し
い
自
分
、
実
現
し
ま
せ
ん
か
？

▼
大
学
通
信
教
育
部
人
文
学
部
　
児
童
学
科
、
社
会
福
祉
学
科
、
心
理
学
科
、
英
米
文
化
学
科
、
日
本
文
化
学
科

▼
短
期
大
学
部
通
信
教
育
部
　
保
育
科

●
願
書
受
付
期
間
　
　
四
月
生
　
　
　
　
　

平
成
十
九
年
一
月
二
十
日（
土
）〜
五
月
十
日（
木
）

▼
大
学
院
児
童
学
研
究
科
　
児
童
学
専
攻
　
通
信
教
育
課
程
／
博
士
前
期

●
願
書
受
付
期
間
　
　
四
月
生

Ｂ
日
程
　

平
成
十
九
年
一
月
二
十
九
日（
月
）〜
三
月
六
日（
火
）

●
選
　
考
　
日
　
　
四
月
生

Ｂ
日
程

平
成
十
九
年
三
月
十
日（
土
）

聖
徳
大
学
通
信
教
育
部

※
博
士
後
期
課
程
の
四
月
生
は
締
切
り
ま
し
た
。

入
学
選
考
は
書
類
審
査
の
み

かすが荘では現在、平日限定の特別プランを実
施中です！ご家族と、お友達と、どうぞかすが荘
へお越しください！

■ 新春プラン ■ 1泊2食付
大人　8,500円～
小人　5,850円～

※本学の在学生･教職員は通常料
金+1,500円で、卒業生及び在
学生･教職員のご家族の方は
8,000円で「新春プラン」のお
食事をご利用いただけます。

■ 保養連泊プラン ■ 2泊4食付
60歳以上のお客様限定 14,000円～

冬の山中湖湖畔では、富士山頂に太陽が沈むダイ
ヤモンド富士※を見ることができます。この美しい
現象を見に、どうぞ山中湖荘にお越しください！

近隣のイベント情報
ダイヤモンド富士&アイスキャンドルフェスタ（山中湖交流プラザ「きらら」）

2月10日、11日、14日～16日

※ダイヤモンド富士：富士山頂からの日の出、日の入の瞬間にダイヤ
モンドが光り輝くような色彩が見られる現象

温泉でゆったり
信州かすが温泉 かすが荘

長野県佐久市春日2258-1 TEL:0267-52-2111

ダイヤモンド富士はいかが？
聖徳学園　山中湖荘

山梨県南都留郡山中湖村平野506 TEL:0555-62-3111

ご予約は現地フロント係が承ります　かすが荘TEL：0267-52-2111 山中湖荘TEL：0555-62-3111

各施設の詳細等はwebでご覧いただけます　http：//www.seitoku.jp/gakuen/house/

温泉へ！湖へ！春休みもかすが荘・山中湖荘をどうぞ利用ください！

今回、聖徳学園同窓会連合会を皆様に広く知っていただき、親しんでいただくため、
その愛称を募集することになりました。奮ってご応募願います。

応募資格：本学園の卒業生、在校生、保護者、教職員、その他学園にゆかりのある方
応募方法：以下①～③のいずれかの方法でご応募ください。

①聖徳学園同窓会連合会ホームページ
http://www.seitoku.jp/dosorengokai に是非アクセス願います。

②E-mail 題名の部分に「同窓会連合会愛称応募シート」と明記し、
kikaku1@seitoku.ac.jp に下記を記入の上、ご応募願います。

③郵便及びFAX 下記を記入の上、問合先よりご応募願います。

●愛称（フリガナ）、●その愛称を選んだ理由、●氏名（フリガナ）、●住所、●メールアドレス、
●卒業年度、●本学との関係、●職業、●連合会に期待すること、若しくは近況報告等
※青丸●は必須項目です。未記入の場合は、審査対象外となる場合もありますので、必ず記入願います。

■同窓会連合会の概要：
平成１５年１１月に卒業生相互の連絡及び親睦を図ることを目的とし、幼稚園から大学院の同窓会

により組織された連合同窓会です。（詳しくはホームページをご覧ください）
～・～・～・～～・～・～・～～・～・～・～～・～・～・～～・

応 募 締 切：平成１９年３月３１日（土）
発 表：「ホームページ」、「聖徳フラッシュ」にて愛称を発表いたします。

採用された方には記念品を贈呈します。
お問い合わせ：同窓会連合会事務室　〒２７１-８５５５ 千葉県松戸市岩瀬５５０

電話番号047-365-1111（代）［内線3905］ＦＡＸ.047-363-1401

※ご応募いただきました、個人情報につきましては、聖徳学園同窓会連合会愛称募集の目的以外に使用いたしません。
※ご応募いただいた方の応募資格について同窓会事務局で確認させていただきます。

平成１８年度　文部科学省「現代GP」に採択されまし
た総合文化学科の就職支援教育プログラム「人間力を
養成するユニット別キャリア教育―社会に貢献できる
自立した女性の育成―」の本年度の締め括りとしまし
て、以下のとおりシンポジウムを開催いたします。

これは、本取組をより一層ご理解いただくことと、女性のキャリアについて産・官・学・マスコミ
それぞれの立場からご議論いただくことを目的としているものです。

「女子学生のためのキャリア教育を考える ―産・官・学・マスコミの果たすべき役割―」
平成１９年３月２４日（土）１３：００～１７：００受付12：30～ 六本木アカデミーヒルズ49タワーホール

※会場へのアクセス：http://www.academyhills.com/information/map/

セッションⅠ 基調講演「労働人口減少時代における女性への期待とキャリア教育のあり方（予定）」
セッションⅡ 取組事例発表「女子大学で実施されているキャリア教育２例を発表」
セッションⅢ パネルディスカッション「産・官・学・マスコミ ５名によるディスカッション」

キャリア教育
シンポジウム開催

お問い合わせ・お申込み（定員になり次第締め切らせていただきます。定員：300名）
聖徳大学　聖徳大学短期大学部　キャリア支援室　047-365-7451・7458

第１２回　聖徳大学　オルガンコンサート
聖徳学園で電子オルガンを勉強している人たちが、１年間の成果を発表する合同演奏会が渋
谷のヤマハエレクトーンシティで開催されます。今回で第１２回目となり附属中高の生徒か
ら、大学院の学生まで３０名以上が出演しソロやアンサンブルの充実した演奏会となります。

大学院生１名、大学生１７名、
附属高校生１０名、
附属聖徳中高生６名

聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について聖徳学園同窓会連合会愛称募集について

第１２回　聖徳大学 オルガンコンサート
２００７年２月１５日（木） 午後４時開演（３時半開場）
会場：ヤマハ エレクトーンシティ 渋谷 メインスタジオ
※会場へのアクセス：http://electone.yamaha.co.jp/shibuya/

お問い合わせ：聖徳大学教務課第5音楽文化グループ　047-365-1111（代）［内線：3231］

出演予定
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